
緑のカーテン 絆生む 
 鹿児島市伊敷台４丁目の伊敷台中央町内会の「縁のカーテン」づくりが今年で５年目を迎

え，住民間の交流や絆づくりに一役買っている。        

伊敷台中央町内会 

５年目，参加世帯拡大 
 同町内会は２００８年，市の縁のカーテンモデル地区に指定され，１年目から８４世帯が

参加。それ以降も口コミで評判が広がり，今年は全３０４世帯の３分の１に当たる１００世

帯が参加した。町内会では，５月に１世帯当たりニガウリの苗３鉢を配布。各世帯が出来栄

えを競う。 

 参加世帯のほとんどが５年間継続して取り

組む。その一人，益森時枝さん（74）は「縁の

カーテンが共通の話題になって，周りの人とよ

く話すようになった」。 

 肥料にこだわる川崎大司さん（63）は「作り

方を教え合ったり，出来栄えについて語り合っ

たりと交流の場が増えて楽しい」と笑う。毎年

夏が近づくと，「今年はどのように作ろうか」

と自然に話題になるそうだ。 

 三原美智子会長（51）は「縁のカーテン作り

がコミュニケーションの輪を広げるとは思っ

てもみなかった。団地の孤独死など，高齢者の

孤立化が全国的に問題になる中で，より自然に

コミュニケーションできる機会として今後も

取り組んでいきたい」と話した。 

             （森山梨莉華子） 
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